
　
国
境
や
民
族
の
壁
を
越
え
、
世
界
へ
の

奉
仕
者
と
し
て
生
き
た
宣
教
師
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ

ン
バ
ス
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
関
西
学
院
。

１
８
８
９
年
の
開
学
以
来
、
ス
ク
ー
ル

モ
ッ
ト
ー
「M

astery for S
ervice

（
奉
仕
の
た
め
の
練
達
）」 

を
体
現
す
る
世

界
市
民
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
２
０
１
９

年
に
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
理
工
学
部
を

発
展
・
改
組
し
「
理
学
部
」「
工
学
部
」「
生

命
環
境
学
部
」「
建
築
学
部
」
の
４
学
部

を
新
設
。

　
さ
ら
に
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
、
文
系

10
学
部
の
う
ち
５
つ
の
学
部
（
商
、
法
、

経
済
、
教
育
、
総
合
政
策
）
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
刷
新
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
度
入
試
か
ら
一
般

選
抜
入
学
試
験
の
受
験
機
会
を
拡
大
し
、

受
験
生
が
よ
り
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

チャレンジ精神と複眼的視野を兼ね備え
確かな実践力で世界の課題解決に挑む
Borderless Innovator を育成

関
西
学
院
大
学
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０
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５
５
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０
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３
５
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神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
再
編
し

「
境
界
を
越
え
る
革
新
者
」
を
育
成

　
関
西
学
院
大
学
は
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
、
神
戸

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）
の
３
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

理
系
学
部
と
総
合
政
策
学
部
の
学
生
が
学

ぶ
Ｋ
Ｓ
Ｃ
で
は
、
２
０
２
１
年
に
理
工
学

部
を
発
展
・
改
組
し
「
理
学
部
」「
工
学

部
」「
生
命
環
境
学
部
」「
建
築
学
部
」
の

４
学
部
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
は

「B
e a B

orderless Innovator.

」。

国
境
、
文
系
・
理
系
、
学
問
分
野
、
大
学

と
社
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
界
を
飛
び

越
え
る
「B

orderless Innovator
（
境
界
を
越
え
る
革
新
者
）」
と
し
て
活
躍

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
時
に
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
重
点
研
究
テ
ー
マ

の
一
つ
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

（S
ustainable Energy

）」
に
設
定
。

理
学
部
の
次
世
代
有
機
Ｅ
Ｌ
、
工
学
部
の

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
生
命
環
境

学
部
の
人
工
光
合
成
、
建
築
学
部
の
環
境

共
生
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
研
究

を
推
進
し
な
が
ら
、
総
合
政
策
学
部
に
蓄

積
さ
れ
た
ナ
レ
ッ
ジ
も
活
用
し
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

連
の
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
活
用
し
て
現

実
の
諸
問
題
を
解
決
で
き
る
能
力
を
有
す

る
人
材
」
を
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
」
と
定
義

し
て
い
ま
す
。

　

到
達
目
標
と
し
て
は
、「
Ａ
Ｉ
活
用
ス

キ
ル
」「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
ス
キ
ル
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
」

「
デ
ー
タ
分
析
ス
キ
ル
」「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
」
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
が
、
文
系
・

理
系
を
問
わ
ず
全
学
部
生
を
対
象
と
す
る

点
が
特
徴
で
す
。
初
学
者
を
想
定
し
た
授

業
内
容
と
し
、
予
備
知
識
が
な
く
て
も
基

礎
か
ら
着
実
に
体
系
的
か
つ
実
践
的
な
ス

キ
ル
を
修
得
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
も
活
用
し
、
即
戦

力
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
備
え
る

べ
き
発
想
力
や
実
践
力
を
養
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
科
目
を
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
場
所
や
時
間
を
問
わ
ず
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
で
あ
れ
ば
人
数
制
限
は
不
要
と
な

り
、
２
０
２
１
年
度
は
２
０
０
０
人
を
超

え
る
学
生
が
履
修
し
ま
し
た
。
完
全
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
新
た
な
学
び
の
形
態
で
す
。

　
ま
た
、
各
学
部
の
基
礎
科
目
で
構
成
さ

れ
る
「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
分
野
横
断
科
目
群
 （1）

」
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
総
合
教
育
科
目
」
を
新
た
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
実
社
会
を
見
据
え
た
取
り
組

み
と
し
て
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
分
野
横
断
科
目
群
」
と
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
起
業
家
講
座
」「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
演
習
」「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
組
み
合
わ
せ
て
、
学
生
の

起
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
も
の
。
経
営

学
・
知
的
財
産
・
Ａ
Ｉ
な
ど
の
科
目
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に
事
業
を
運
営
す
る

実
践
体
験
を
積
み
重
ね
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
最
終
ク
ー
ル
で
は
、
卒
業
後
に
取
り

組
み
た
い
事
業
プ
ラ
ン
を
作
成
。
起
業
家

の
卒
業
生
に
よ
る
協
力
が
得
ら
れ
る
の
も
、

大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
醸
成
を
目

的
と
す
る
新
た
な
学
び
の
場
「
Ｂ
ｉ
Ｚ
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｅ
 （2）

」
を
Ｋ
Ｓ
Ｃ
内
に
開
設
し
て
い

ま
す
。

高
度
情
報
社
会
で
の
実
践
力
を
培
う

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社

と
の
共
同
開
発
に
よ
る
も
の
で
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
が
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
知

見
を
基
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
に
求
め

ら
れ
る
能
力
・
資
質
を
定
め
、
関
西
学
院

大
学
の
教
員
と
共
同
で
開
発
し
た
も
の
で

あ
り
、「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関

文
系
の
５
学
部
が
新
た
な
学
び
へ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
刷
新

　
理
系
学
部
が
大
き
く
改
組
し
た
一
方
で
、

文
系
の
10
学
部
の
う
ち
、
商
、
法
、
経
済
、

教
育
、
総
合
政
策
の
５
学
部
も
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
刷
新
し
ま
す
。

　
商
学
部
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ビ
ジ
ネ

ス
の
連
携
に
よ
る
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決

型
学
習
）」
の
拡
充
や
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材

育
成
科
目
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
を
実
施
。

ま
た
、「
ビ
ジ
ネ
ス
留
学
」
と
「
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
（
Ｖ
Ｅ
／
Ｃ
О
Ｉ
Ｌ
）」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
法
学
部
は
、
学
科
を
横
断
す
る
５
つ
の

コ
ー
ス
（「
特
修
」「
司
法
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
公
共
政
策
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
法
政
」「
法
政

社
会
歴
史
」）
を
設
置
。
関
心
や
目
標
に

合
わ
せ
、
よ
り
深
く
自
由
な
学
び
を
提
供

し
ま
す
。

　
経
済
学
部
で
は
、
経
済
学
と
数
学
を
基

礎
か
ら
身
に
つ
け
る
科
目
を
よ
り
充
実
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
学
科
や
コ
ー
ス
の
垣
根

を
取
り
払
い
、
経
済
の
多
様
な
分
野
を
横

断
的
に
学
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
２
年
次
の
「
プ
レ
演
習
」
で
は
、
３

年
次
か
ら
の
本
格
的
な
ゼ
ミ
に
向
け
、
自

身
の
興
味
・
関
心
と
ゼ
ミ
の
研
究
分
野
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
教
育
学
部
で
は
、
中
学
校
教
諭
・
高
等

学
校
教
諭
一
種
（
英
語
）
の
免
許
課
程
を

新
設
し
、
小
学
校
免
許
と
中
高
英
語
科
、

ま
た
は
中
高
社
会
科
・
高
校
地
歴
科
公
民

科
の
免
許
と
の
併
有
を
可
能
に
す
る
教
育

課
程
を
整
備
。
さ
ら
に
、
新
た
に
「
国
際

共
生
科
目
」
も
設
置
し
ま
す
。

　
総
合
政
策
学
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

国
際
的
な
学
び
を
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
、

英
語
を
使
っ
て
学
ぶ
学
部
独
自
の
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
。
さ
ら
に
、

30
名
近
く
の
専
任
教
員
が
デ
ー
タ
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
研
究
者
で
あ
る
強
み
を
生
か
し
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
大
学
全
体
で
学
生
に

推
奨
し
て
い
る
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制

度
 （3）

」
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
複
眼
的
な

視
野
と
多
様
性
へ
の
理
解
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
学
部
を

複
数
回
受
験
で
き

合
格
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
２
０
２
１

年
度
の
入
試
か
ら
、
一
般
選
抜
入
学

試
験
の
受
験
機
会
を
拡
大
。
２
０
２
２

年
度
も
引
き
続
き
、
よ
り
受
験
し
や

す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

文
系
学
部
で
は
「
全
学
部
日
程
」

や
「
学
部
個
別
日
程
」、「
共
通
テ
ス

ト
併
用
／
英
数
日
程
」
な
ど
を
併
願

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
一
学
部
に
最
大
４

〜
５
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
方
、
理
学
部
・
工
学
部
・
生
命
環

境
学
部
・
建
築
学
部
の
４
学
部
で
は
、

「
全
学
部
日
程
」
に
３
科
目
均
等
配
点
の

「
総
合
型
」
と
「
数
学
・
理
科
重
視
型
」

を
設
け
、「
共
通
テ
ス
ト
併
用
／
英
数
日

程
」
を
含
め
て
最
大
５
回
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
系
全
10
学
部
の
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
を
利
用
す
る
入
学
試
験
」
に

お
い
て
、
新
た
に
「
７
科
目
型
」
を
導
入

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
系
・
理
系
と

も
に
「
７
科
目
型
」
へ
の
出
願
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
総
合
型
選
抜
を
は
じ
め
と

す
る
入
試
形
態
で
は
「
探
究
評
価
型
入
学

試
験
」
や
「
文
化
芸
術
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
評
価
す
る
入
学
試
験
」
な

ど
を
設
置
。
多
様
な
能
力
、
様
々
な
経
験

や
活
動
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
豊
か
な
人

間
性
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。

（1） KSC分野横断科目群
　文理の専門分野の基礎科目で構成。理系4
学部と総合政策学部で文理の境界、学問分野
を越えた分野横断型の学びを実現する。特に
理系4学部では、学部内での専攻分野の横断
を積極的に推進。専門外の領域に踏み込んだ
研究を可能にする。

（2） BiZCAFE
　ビジネスマインド醸成を目的とする新たな
学びの場。学生と企業の新たな接点を提供し、
イノベーションの創出を目指す。日本の大学
ではKSCが初出店。キャンパス内のペットボ
トル削減の取り組みとして、在学中は同店に
KSCオリジナルマイボトルを持参すれば飲料
が無料になる。

（3） ダブルチャレンジ制度
　所属学部や主専攻の学びである「ホーム
チャレンジ」に加え、それ以外の分野での

「アウェイチャレンジ」に取り組むための制度。
関西学院大学が全学生に推奨している。「イ
ンターナショナルプログラム」は日本を出て
世界を知るためのもので、ダブルディグリー
留学などを設置。「副専攻プログラム」は所
属学部以外の他分野を体系的に学ぶためのも
ので、複数分野専攻制（MS）やマルチプル・
ディグリー制度を導入している。「ハンズオ
ン・ラーニング・プログラム」は実社会を経
験することを目指すもので、社会連携プロ
ジェクト科目を開講している。
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